
令和 6 年 4 ⽉ 10 ⽇

就労継続⽀援Ａ型事業所における利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施状況報告書
事業所名 あい福の⾥ 事業所番号 2319100216

住 所 愛知県⽥原市保美町平城97-1 管理者名 ⼩久保 和也

電話番号 0531-34-1088 対象年度 令和５年度

利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施概要
〈活動内容〉                                                                                                                                     

⽥原市独⾃の事業である「職業体験」制度を利⽤し、企業⾒学〜概ね5⽇程度の、⼀般就労に向けた実習を⾏う                                                                    
活動場所                                                                                                                                   
①JA愛知みなみマムサポートセンター ②⽫井植物園伊良湖農場 ③ITOU牧場伊川津⽜舎                                                                   
実施⽇程                                                                                                                                                 
①R5年3⽉29⽇に⾒学、4⽉22⽇〜28⽇に実習、5⽉1⽇振り返り                                     
②R5年11⽉22⽇に⾒学、マッチングせず実習に結びつかず                                                                                                              
③R6年3⽉18⽇に⾒学、現在、実習の⽇程調整中                                                                                                                         
実施した利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施の概要                                                                                                                  
事業所職員と⽀援員の付き添いサポートの下、各企業の⾒学と実習を⾏う                                                                                            
①菊⾃動選花梱包施設における菊の出荷作業                                                                                                                   
②聴覚障害者には危険な作業があったため、⾒学のみ                                                                                                                                                              
③最先端のAI技術を積極的に導⼊している酪農牧場の⾒学                                                                                                              
利⽤者数 各⼀名                                                         

＜活動の様⼦＞ JA愛知みなみマムサポートセンター

〈⽬的〉                                                                                                           

利⽤者の知識・能⼒向上に係る実施のねらい                                                                                                                                             
・⼀般社会性を⾝につけるための訓練機会の提供                                                                                                                          
・利⽤者の意向に添った企業の⾒学を⾏い、実習プランを検討し、期間中サポートすることで⼀般就労につなげる                                                                                                        
・⼈材不⾜を課題とする企業へ⼈材を提供するとともに、業績向上に貢献する                                                                                             
利⽤者にとってのメリット                                                                                                                    
・サポート体制があるため、得意不得意、苦⼿な⾯などを企業に伝えやすく安⼼して実習に取り組むことができる                                                                                                 
・⼀般就労へとつながりやすいシステムとなっている                                                                                                                                               
・⾃⼰を知り、社会性を⾝につけ、成⻑できる                              

〈成果〉                                                                              
実施した結果                                                                                                                                                               
①５⽇間の実習と振り返りを⾏った後、企業と⾯接を⾏い採⽤となる                                                                                                                                     
②作業⾃体は取組めそうだったが、聴覚障害者には危険だと思われる場⾯があったため、⾒学のみで実習は⾏っていない                                                                                                                       
③⾒学を⾏い、本⼈に実習に取り組む意欲があり、⽇程など調整中                                                                                                                                                                      
得られた成果                                                                                                                                                                      
・受け⼊れ企業側にも障害者雇⽤のイメージが出来、今後の⼀般就労先の候補が増えた                                                                                                                   
・企業側がどのようなことを重視しているのかを知ることが出来た                                                                                                                                            
課題点                                                                                                                                                                                
・受け⼊れ企業の新規開拓                                                                                                                                                           
・受け⼊れ企業側に、障害についての理解をどう深めてもらうか                                                                                     

                  ITOU牧場伊川津⽜舎 

連携先の企業や事業所等の意⾒または評価
①実習先の企業様へ、ご本⼈の障害特性や得意な事、苦⼿な事、配慮をおねがいしたい事をプロフィールシートにして事前にお渡しさせていただきました。ご本⼈のことを実際の作業現場で指導
してくださる従業員の⽅に知ってもらうことで障害特性などに配慮をされた環境で実習を進めることができました。また、就労⽀援専⾨員が関わることで作業の内容と注意点に対して的確な助⾔
と必要に応じた修正や環境調整をした中で取り組むことができました。実際に就労に繋がることができ、その後も安定して就労が出来ていることを嬉しく感じています。 
②職場体験や就労に向けての⾒学をしましたが、実際の実習や就労へは繋がりませんでした。しかし、実際に企業の現場に⾒学に⾏くことで業務環境や作業内容、障害特性とのマッチングなど
様々な視点から今後の就労⽀援へ向けてのアセスメントを取ることに繋がりました。また、障害者就労の啓発にも繋げることができました。 
③「⼈材不⾜に悩む『酪農業界』へ就職されても離職率が⾼く定着しないから⼒になってもらえないか。」と相談があった事がきっかけでした。障害者雇⽤の理解については、対象の⽅を通して
⾒学や⾯談を⾏った事で「やってほしい仕事」「やれる仕事(やれるようになる仕事)」のイメージが抽象的なものから具体化でき、作業内容や環境づくりを検討され、真剣に取り組んでくださ
り、職場体験実習を実施していく予定です。今後、農福連携の取り組みについて、酪農の分野でも広げていく良いきっかけとなりました。

連携先企業（担当者） ⽥原市障害者総合相談センター 就労⽀援専⾨員 ⼩久保、夏⽬

利⽤者からの意⾒・評価

①⾒学、職場体験を通してサポートを受けながら取り組んだことで、⼀般就労へ⼀歩踏み出す勇気が出来ました。おかげで、現在も継続し
て働くことが出来ています。                                                                                                  
②⾒学して作業⾃体は取り組めそうだと感じましたが、⽿が聞こえないことで作業ハウスの中を頻繁にリフトが動いているため、⽿が聞こ
えない事が危険で⼼配との事で残念でした。現在別の企業の⾒学を⾏い職場体験を利⽤中です。                                            
③昔、養豚場で働いたことがあるため、その経験を活かして⽜牧場で職場体験を頑張ってみたい。どんな作業が⾃分に出来るのか不安もあ
るが、サポートもあるので挑戦してみたいです。

様式２


